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Unit８　　I learned how to use it from my friend.

１． ～ので

　This phrase is used to give a reason or a cause. It is a more polite way than “～から” , which you learned 

in N5. 

接
せつ

続
ぞ く

方
ほ う

法
ほ う

：	 普
ふ

通
つ う

形
け い

 or 丁
て い

寧
ね い

形
け い

 ＋ ので

	 ナＡだ な  ＋ ので

	  Ｎだ な ＋ ので

① Ｖ	 来
く

る ： 来
く

るので／来
こ

ないので　  来
き

たので／来
こ

なかったので

② イＡ	 いそがしいです ： いそがしいので／いそがしくないので

		  いそがしかったので／いそがしくなかったので

③ ナＡ	元
げ ん

気
き

です ： 元
げ ん

気
き

なので／元
げ ん

気
き

じゃないので

		  元
げ ん

気
き

だったので／元
げ ん

気
き

じゃなかったので

④ Ｎ	 休
や す

みです ： 休
や す

みなので／休
や す

みじゃないので

		  休
や す

みだったので／休
や す

みじゃなかったので

Example1）	か ぜ を ひ い た の で、 大
だ い

学
が く

を 休
や す

み ま す。 （Because I caught a cold, I'll be absent from 

university.）

Example2）	時
じ

間
か ん

がありませんので、 急
い そ

いでください。 （Because we don't have time, please hurry up.）

Example3）	雨
あ め

が降
ふ

っているので、 今
き ょ う

日は出
で

かけません。 （Because it's raining, I won't go out today.）

Example4）	日
に

本
ほ ん

は物
ぶ っ

価
か

が高
た か

いので、 生
せい

活
か つ

が大
た い

変
へ ん

です。 （As prices are high in Japan, it's not easy to 

make ends meet.）

Example5）	歌
う た

が好
す

きなので、 よくカラオケに行
い

きます。 （Because I like singing, I often go to karaoke.）

Example6）	明
あ し た

日はテストなので、 早
は や

く帰
か え

って、 勉
べんきょう

強します。 （Because I have a test tomorrow, I'll go back 

home early and study.）

When asked for a reason as in Ex.7, it's possible to say “～からです” , but there's no such reply as “～の

でです” .

Example7）	Ａ ： 昨
き の う

日、 どうしてクラスを休
や す

みましたか。 （Yesterday, why were you absent from class?）

	 Ｂ ： かぜをひいたからです。 　(Because I caught a cold.）

	 ×かぜをひいたのでです。

	 ○かぜをひいたので、 休
や す

みました。 　（Because I caught a cold, I took the day off.）

	 ○かぜをひいたので。 　（Because I caught a cold.）

２． Ｎをくれる

　The word “くれる” is a verb which has the same meaning as “あげる” (give) and “もらう” (take) we 

learned in N5.  It refers to the same thing from a different point of view.
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　“あげる” requires that the subject is the giver, and that the object is the receiver, which takes the particle 

“に” . 

Example1）	私
わたし

はアリフさんにプレゼントをあげました。 （I gave a present to Arif-san.）

　“もらう” requires that the subject is the receiver, and that the object is the giver, which takes the particle 

“に” .

Example2）	佐
さ

藤
と う

さんはアリフさんに花
は な

をもらいました。 （Sato-san got the flowers from Arif-san.）

　“くれる” , like “あげる” , requires the subject that is the giver, however, the receiver has to be “私
わたし

(I)” 

or a person of the in-group*.  That is, when the receiver is I or a person of in-group, “くれる” has to be 

used, not “あげる” .   However, “私
わたし

” is often omitted.

　“In-group” includes persons in close relation with the first person (I), such as a family member, a club 

member, a company co-worker, etc. 

Example3）	私
わたし

→もの→アリフさん　　　

	 私
わたし

はアリフさんにプレゼントをあげました。 （I gave a present to Arif-san.）

Example4）	アリフさん→もの→私
わ た し

	 アリフさんは （私
わたし

に） プレゼントをくれました。

	 × アリフさんは私
わたし

にプレゼントをあげました。

Example5）	アリフさん→もの→私
わたし

の弟
おとうと

	 アリフさんは （私
わたし

の） 弟
おとうと

にプレゼントをくれました。

３． Ｖてもらう／Ｖてくれる

　“くれる” expresses the giving and receiving of a thing, but it also can apply to an action.

　“Vてもらう” is used where the receiver is the subject (Ex.1).  On the other hand, “Vてくれる” is used 

where the giver is the subject; in addition, the receiver has to be “私
わたし

” or a person of “In-group” (Ex.2).

接
せつ

続
ぞ く

方
ほ う

法
ほ う

：	 Ｖて ＋ もらう／Ｖて ＋ くれる

	 読
よ

む　→　読
よ

んでもらう／読
よ

んでくれる　 　見
み

る　→　見
み

てもらう／見
み

てくれる

	 する　→　してもらう／してくれる

Example1）	私
わたし

←かさを貸
か

す←アリフさん

	 私
わたし

はアリフさんにかさを貸
か

してもらった。 （I borrowed un umbrella from Arif-san.）
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Example2）	アリフさん→かさを貸
か

す→私
わ た し

	 アリフさんは私
わたし

にかさを貸
か

してくれた。

　As for the difference between “貸
か

す” and “貸
か

してもらう, 貸
か

してくれる” , the former expresses simply the 

action of borrowing, but the latter is used when you express the feeling of appreciation for what someone has 

done for you.  Lending→borrowing 

This textbook does not cover “Vてあげる” , however, a supplementary explanation is provided here.

Example3）	私
わたし

→かさを貸
か

す→ビエンさん

	 私
わたし

はビエンさんにかさを貸
か

してあげた。 （I lent my umbrella to Vien-san.）

　As “Vてあげる” can contain the meaning of imposing your kindness on someone, it is wise to refrain from 

using it to a person older than you.

Example4）	（先
せ ん

生
せい

がたくさんの本
ほ ん

を運
は こ

んでいます。） （The professor is carrying many books.）

	 　 × 「先
せ ん せ い

生、 本
ほ ん

を持
も

ってあげます。」

	 →○ 「先
せ ん せ い

生、 手
て

伝
つ だ

いしましょうか。」 （Professor, may I help you?）

	 →○ 「先
せ ん せ い

生、 本
ほ ん

をお持
も

ちしましょうか。」 (Humble Expressions） （Professor, may I carry the 	

	 books for you?）		    Unit24

４． ～方
か た

　“～方
か た

” expresses a way, a method or how to do something.

接
せつ

続
ぞ く

方
ほ う

法
ほ う

：	 Ｖます＋方
か た

 

		  使
つ か

います → 使
つ か

い方
か た

　　食
た

べます → 食
た

べ方
か た

　　勉
べんきょう

強します → 勉
べんきょう

強のし方
か た

Example１）	漢
か ん

字
じ

の読
よ

み方
か た

がわかりません。 （I don't know how to read Chinese characters.）

Example２）	佐
さ

藤
と う

さんにコピーのし方
か た

を教
お し

えてもらいました。 （I learned how to make copies from Sato-san.）




